
令和７年度 戸塚地区
幼保小教育交流事業活動報告

活動テーマ
自分のよさを認識し、問題の解決に向け他者と協働する子

戸塚地区実行委員会



戸塚地区 園・校数  

・幼稚園１９園 ・保育所６８園 ・小学校２６校

戸塚地区 幼保小教育交流事業 実行委員会

・幼稚園・・・ 舞岡幼稚園、東俣野幼稚園
平戸幼稚園、戸塚幼稚園

・保育園・・・ 戸塚せせらぎ保育園、南戸塚保育園、
 東戸塚子ども園、俣野保育園、汲沢保育園

・小学校・・・ 汲沢小、南舞岡小 名瀬小 深谷小

戸塚区幼保小交流事業



テーマ実現に向けて

活動テーマ
自分のよさを認識し、問題の解決に向け他者と協働する子

戸塚地区の幼稚園、保育園、認定こども園、小学校等が年間を通した計画

的な園児と児童の交流活動や保育士、教職員による合同研修会と通して相
互理解を図り、子どもたちの育ちと学びを円滑につなげるとともに、保育者
や地域と連携を深める活動を推進する。



年間活動報告
〇 第１回実行委員会        ５月 ９日（金） 年間計画と予算案

〇 総会、園長・校長交流会 ６月１０日（火） 事業計画、予算案提案・承認

〇 第１回担当者会 ７月 ３日（木） 各ブロック担当者顔合わせ
架け橋プログラム研修、交流計画

〇 第２回実行委員会        9月 ８日（月） 健やか子育て講演会計画、小学校一斉授業研究会確認

○ 公開保育                   11月～12月     保育園4園で公開保育

〇 健やか子育て講演会 １１月２６日（水） 「これからの社会に求められる子どもの育ちと学び」
講師：ゆうゆうのもり保育園 園長 渡辺 英則 様

〇 第２回担当者会 １月１９日（月） 推進地区交流活動報告 各ブロックでの振り返り

〇 第３回実行委員会  ２月１３日（金） 今年度の振り返り、次年度に向けて



活動報告① 戸塚地区総会 園長・校長交流会

〇 日   時 令和７年6月１０日（火）１５：３０～16:45

○ 場   所 東戸塚小学校 体育館

○ 参加者 幼稚園長、保育園長、小学校長

○ 総会終了後、園長・校長交流会で各グループごとに自己紹介、情報交流



活動報告② 担当者会（７月・１月）

７月３日（木）
○架け橋プログラムについて
「子どもに関わる大人が立場を越えて連携する」
・幼保小教育交流事業とは
・円滑な連携・接続
・架け橋プログラムで目指すこと
・園のワクワクを小学校へ

○推進地区活動報告
○交流グループごとの話合い

１月１９日（月）
○推進地区活動報告
○交流グループごとの話合い



活動報告③ 健やか子育て講演会

「これからの社会に求められる子どもの育ちと学び」

講師：学校法人渡辺学園 港北幼稚園 理事長兼園長
認定こども園ゆうゆうのもり幼保園 園長
渡邊 英則 様

講師の渡邉先生にご講演いただきました。これまでの
経験や事例をもとに、子どもの育ちに寄り添った幼保
小の取組などを分かりやすくお話しいただきました。
当日は園長、校長、教員、保育者、保護者、行政関係者

など、多くの方の参加がありました。



活動報告④ 公開保育

○戸塚東エリア ちゃいれっく戸塚保育園 １２月 ９日（火）

○戸塚西エリア くすのき第二保育園 １１月２０日（木）

○大正エリア    俣野保育園  １２月１１日（木）

○東戸塚エリア ベネッセ東戸塚保育園  １２月１８日（木）

午後のおやつの時間からお迎えを待つ様子に時間設定し、
園での生活の様子や、子ども達が自分のことを自分でやろう
とする姿などを参観しました。



活動報告⑤ 戸塚区一斉授業研究会

１１月１９日（水）、１月２１日（水）に開催された研究会に
幼稚園、保育園の先生も参加しました。
「子どもたちの学び」について、一緒に考えました。

11月19日（水）
道徳 平戸

特別活動 東汲沢
情報教育 横浜深谷台

学校図書館 矢部
学校食育 舞岡
保健 大正

特別支援 東品濃
生活・総合 品濃

外国語 東俣野

1 月21日（水）
国語 深谷
社会 名瀬
算数 戸塚
理科 東戸塚
音楽 川上北
図工 鳥が丘
家庭 柏尾
体育 下郷



活動報告⑥ 推進地区（しらかば幼稚園・鳥が丘小学校）

「身近な環境に繰り返し関わることで、想いを深め、伝え合おう」をテーマに、
２年目は、幼稚園も学校も『楽しいは同じだね！』に重点を置きました。

【小学校もいっしょだよ】
幼稚園でやってたことを学

校でもやってみよう。やっぱ
り楽しいよ。

【お兄さんお姉さんと遊ぼう】
５年生が幼稚園の子と交流。
簡単なゲームをして楽しい時
間を過ごしました。

小学校で１年生と遊ぼう！
４月！まずは幼稚園と小学校の

先生たちが出逢い、仲良くなって、
交流計画を！

1１月 ５年生との交流

【お互いの得意を発表】
５年生は運動会で踊った鳥小ソーラン節を
園児はその場でを披露！「みんなの動きが
そろっていてかっこよかった！」

【おもちゃで遊ぼう】
自分たちで作ったおも

ちゃで一緒に遊ぼう！お
みやげは『どんぐりごま』
だよ
〈仲間意識の高まり〉

1月 １年生が「おもちゃらんど」に招待

１月【学校ってこんなにたのしいよ】発表会
みて！きいて！ぼく、わたしのせいちょう

〈わくわく！もうすぐ１年生と２年生だね〉

６月
学校のこと、なんでもきい
てね。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
鳥が丘地区の報告をさせていただきます。しらかば幼稚園と鳥が丘小学校です。来年度入学予定の1年生は、２月１４日現在で７０名、卒園予定の幼稚園・保育園は、２９園と療育センターです。そのうちしらかば幼稚園卒園予定児が１４名と一番多いです。毎年交流活動は、この時期に続けてはいたものの、年長園児が１度、園バスで学校に来て、学校探検をする程度のものでした。でも今年度はこの幼保小地区事業の対象地区にしていただき、３年間の１年目でもあるので、先ず教員同士が知り合い交流を深めよう、そこから情報共有をして子どもたちのアセスメント、それぞれのニーズに応えるためにはと十分な話し合いをもって１年間の交流計画を立てることとしました。本校鳥が丘小学校の１年担任は１名が昨年度も１年担任であったこと、１名が自分の子ども二人が今、年長児であること、１名がもと幼稚園教諭であったこと、本校の保護者がしらかば幼稚園の先生をしていることなどから、様々な立場での園との交流ができるというメリットがあります。４月の活動企画推進会議では、１年担任と年長クラス担任と園長、校長の８人で、交流活動の機会を多くし、繰り返し関わることで、子どもたちが知り合い、安心して、自分たちの想いを伝え合い、一緒に活動することで学び合えるような計画を立てようということになりました。
①話していくうちに、１年生も年長さんも毎年一人一鉢で朝顔を育てていることがわかり、それを使った遊びや学習について、どうすれば一緒にできるかの手立てやめあてについても考えました。しらかば幼稚園は夏休みの間に花が咲くので、観察をしたり押し花にしたりするとのことでしたが、鳥小では、観察日記や花を冷凍保存しておき、花の汁を搾って染め出し遊びをする、ツルでクリスマスリースを作るなどの情報交換をして、夏の終わりにハンカチに染め出しで模様を作る活動を行いました。事前に経験している1年生は、優しく５５名の年長さんに教えてあげることができました。一人一人におそろいのオリジナルハンカチができました。
②次に1年生との交流だけでなく、来年度1年生と6年生とのペア学年となる現在5年生との交流もスタートしました。５年生は運動会で披露した鳥小ソーラン節を長ばんてんとはちまき姿でかっこよく校庭で演技をみせると、お礼にと年長さんがかわいいお遊戯ダンスをみせてくれました。その後は一緒に春の入学式に花が咲いて迎えてくれるように、チューリップの球根を植えました。知り合いになるための共同作業です。その後は年長さんの大好きな遊び、「だるまさんが転んだ」を５年生１０７人と年長さん５２人みんなで校庭で楽しみました。
③また、最後の交流日の1月31日には、1年生が「学校ってこんなに楽しいよ。」発表会で、入学してから自分の成長が感じられる得意なこと発表して、年長さんに見てもらいました。ました。その後5年1組さんが総合の学習で、おもちゃ遊び屋さんを体育館で開催し、年長さんを招待しました。園児でもわかりやすいルールで楽しく仲良く遊び、「学校って楽しいな、早く1年生になりたいな」と思えるような　輪投げ、ボーリング、宝探し、モグラたたきなどの楽しいゲームのお店を開店しました。５年生も最高学年の６年生になる自覚をもて、新一年生と仲良くなる機会となりました。
　
★連携地区事業1年目の今年度は、まず先生たちが、子どもたちが知り合うこと顔見知りになって安心して入学できる、迎えられることを大切に考えて活動計画を組みました。先生同士で何度も話し合いを重ね、1年生と年長児にどんなことも身につけさせたいか、育てたい資質能力は何かについて、実態を見ながら考えて交流計画を立て、それが予想以上に楽しい充実した子どもたちの成長が感じられる交流になりました。お互いに相手意識をもち、自分だけでなく一緒に楽しみたいという思いで準備し当日を迎えられたことが何よりと感じました。小さな事かもしれませんが、園児たちの中に学校のトイレは園のトイレに比べて大きくて暗くて怖い？などのイメージをもっていた子もかなりいたようですが、繰り返し交流することで場にもなれ、安心して一人でトイレに行けるようにもなりました。
次年度への課題としては、小学校の教師も幼稚園に出向き、保育参観もさせてもらいながら、身についている力や現在の実態や興味関心について把握し、よりスムーズなスタートカリキュラムや交流が進められるようにしていきたい。今年度は1年生と年長児から5年生との交流に広げることができたが、来年度は年中さんや4年生との交流など、拡大してさらに将来へ発展できるようにしたいと考えています。



【健やか子育て講演会】
・成果：子どもの育ちに寄り添った取組を学ぶことができた。１００名近くが参加できてよかった。
・課題：開催時間もあり、保護者の参加はなかなか難しい。

【公開保育】
・成果：とても良い機会だった。時間設定をおやつの時間に設定したので、楽な気持ちで取り組めた。
・課題：もう少し小学校の先生に来てもらえると嬉しかった。参加者が話し合える場があるとよい。

【一斉授業研究会】
・成果：１０名近くの園の先生が参加した教科もあった。小学校の授業の様子が分かってよかった。
・課題：授業後の研究会にも参加してもらえるとよかった。参加者の把握が難しかった。

【担当者会】
・成果：顔の分かる関係性で、お互いの今が知れてよかった。保護者支援についても視野が広がった。
・課題：小学校に対して幼稚園・保育園の参加者の数が多く、グルーピングが難しかった。

成果と課題



【各ブロックの交流】
・成果：各ブロックで交流が進み、活動テーマに近づくことができたように思う。
・課題：架け橋プログラムの理解をさらに深め、幼保小の交流をさらに進めていきたい。

【その他】
・ブロック再編について、次年度以降も検討する。
・ブロック活動費の使い方を検証し、次年度以降に生かす。

成果と課題
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